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朝夕の冷え込みが，冬の訪れを感じさせ，急激な気候の変化とともに，各
種感染症の拡大状況も気がかりとなる季節を迎えました。敷地内の落葉樹も
深まる秋を察知し，惜しげもなくその葉を落とし始めました。春は新芽を息
吹かせ，夏は児童にほどよい日陰を提供し，秋にはその変容で季節の移り変
わりを感じとらせてくれる…。冬の訪れとともに来たるべき春に向けた準備
をはじめている様々な樹木。自然の偉大さを感じずにはいられません。
そんな中で，落ち葉はきボランティアの皆様が毎日黙々

と活動に取り組んでくださっています。本当にありがたい
ことです。改めて地域の皆様からのお支えをいただけてい
ることに心より感謝申し上げます。また，過日は社会福祉
協議会委員の皆様が本校児童と一緒に花壇の花植をしてく
ださいました。『環境が心を育む』ことを支えてくださって
いる皆様に書面にて恐縮ですが，改めて心より感謝申し上げます。↑（花植の様子）

グループごとに協力しながら 小山駅の駅員さんから 消防署では，消防自動車や危

いろいろな秋を見つけました。 お話をうかがいました。 機管理司令室を見学しました。

原稿を依頼する際の礼法

火の神様が登場し厳かな雰囲気 雲一つない青空を満喫した を考え，それぞれが実践す

を味わうこともできました。 ２日間でした。 る姿は大変立派でした。
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今回で２回目となるエキスパートティーチャーによる
出前授業に５年生が学級ごとに参加しました。
栃木市を拠点として活躍する野球チームよりプロ選手

を招いての体育の授業です。前回は女子選手が来校し，
ボールの投げ方・フォームについて教えてくださり，今
回は男子選手がTボールの楽しみ方を教えてくださいま
した。授業の終わりには質問タイムもあり，「５０ｍ走

の記録はいくつですか？」という質問に「ぼくはチームで一番遅いのですが，
７秒ちょっとです。」という答えに，「ええっ！！」っと，驚きがあがる一幕
も見られました。憧れを抱いた児童の瞳はキラキラ輝いて見えました。

今回で６回目となる昔遊
び。今回は１年生が参加し
ました。輪投げ・紙飛行機
・竹とんぼ等々ボランティ
アの皆様との貴重な交流を
通して，人と関わる喜びを
味わうことができました。
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と，言葉や行動が，人とかかわりつながるための大切な方法であることを伝
えました。低学年児童には少し難しかったようですが，いつか分かる時が来
ると信じて，一生懸命伝えました。

ちょっと いいお話
５年生の海浜自然の家での退所式の中で代表児童がお礼の

言葉を述べた後で、施設の先生から大変嬉しいお言葉をいただ
きました。「小山城東小学校５年生の皆さんの行動からは自分を
大切にしようとする気持ちが伝わってきました。素晴らしいです。」
といった内容でした。
３つの心と感謝する心を意識して行動しようとしていた思いが

態度や行動に現れたからこそのお言葉だと児童に伝え、喜びを
分かち合うとともに、それができた自分と仲間を大切にしなが
ら素晴らしい最高学年になってほしいと話すことができました。
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